
飛鳥諸 宮 の調査

飛鳥藤原宮跡発錨調査部

1 992年度に飛鳥地域において尖絡した石神遺跡 ・ 飛鳥寺南方迫tW~;. IIIIU迫の誹l査概要を判lf与

する (訓裕一覧参!!の。

1 石ネIjI遺跡の 調査 (石や11追跡;第JJ次)

今年!立も旧飛鳥小学校の敷地を制査した。今回の制査j他は第4次司M査区の阿，第10次部ot区

の北にあたる。従来検11¥した泣怖は，大きく A!リJ(7 Ilt紀中頃 :itIYJo:Vj). B JUJ (7世紀後半 :天武

報1)， C JUJ (7世紀末-81止紀初以 :藤原符JUj)に分かれる。今回の司，¥I3'tでは AJUIとCJUIの迫怖を

検11'，した。

A期 飛13寺寺j或のï'lj~ヒに米両J)Jf.SA600がれ:られ，その北側に石初I@U*(f'i砂HVJの饗宴施設)が，

I判官[IJに水落遺跡 (itゆj六年 (660)に"1-'大兄!日イーが11，ったilil主IJ台=水l"f，;I-)が形成されたH寺WJである。

9次制査の段階までは AJYJを3小時JYJに紺|分してきたが.今回はおおむね A-3 JUIの遣備に|拠

られるようである。今回の訓査によって.該JUJのj1lj区阿it，j端部の級相がIYJらかになった。

検出した遺構は張il立柱建物4練 (S817∞.170卜 1702・1703)，姉!立柱桝 1条 (SA1 705)，消 3~

(S0297・1625，S0277・1595・1713・1714，S01715・1716).石敷 7Tm (SX 1706・1707・1708・1709・

1710・1711・1712)以上である。

S13]700は東西 51111，市北311¥1の身舎の凶而にJJ:Eがめぐる東阿械である。ただしI十iJiEの阿端の

柱を欠くので，入問悩となる。柱附

一部残ってし、る。

S131701・1702はS13]700の北にある桁行 31111，

梁11¥13HIJの総柱東問線で.ともに側柱筋を術jえ

ている。S131701の阿実柱筋は S131700の身舎の

それに揃えている。柱11¥1寸法は桁行2.5-2.6m

「桁行2.3m，梁間2.2mで.庇のIIJは1.5mであ 、
る。身舎の柱掘形の一辺は 2m， i奈さは1.7m 

程で. 庇のそれに比べて大きい。 なお~J;;刷土が ‘e 

'"・ ~1"l.l~

2.7mであるが，酋から 4HIJ 13だけが3.3mとJよ

い。この部分SX1704は通路の可能性がある。
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相i通りの柱搬形は 1m前後で，商姿.fl!IJ柱のそれに比べて小さくかっ浅いので，床束と思われ

る。なお SB1703はSB1700と棟通りを揃えている。

以上の建物の周りには石敷がある。Ss1700とSs1701のHIJには SX1708・1715が.Ss1701の西

にSX1707がある。SB1702の北に SX1709が WiにSX1710・1711があ り.SB1703の北 に

SX1706・1712がある。石敷は AWIの建物の柱筋に合わせて縁を通しており，建物の外部はすべ

て石敷であったことになる。石敷は通路や広場としての機能のほかに，雨落ちも兼ねていたで

あろう。

SA1705は石敷SX1706の悶縁の見切りと SXl7l0の東縁の見切り(1:1]隔2.7m)の中央を迎る南

北塀で.SB1703北の広場と建物群を画する。柱UIJ寸法は2.5m等間で. 5問分を検出し，さら

に北へ延びる。SA1705の南端はSB1703の北ll!1J柱に直接取りつかない。

SD297・1595・1713は水落遺跡から延びてくる木樋などを抜き取った痕跡で.SD1595・1713

が木樋Eに.SD297が木樋 Hの抜き取り前に相当する。ともに水落遺跡から70m以上延びてき

たことになる。SD1595は調査区北端で鴎へ折れてSD1713へ連なり.SD297はさらに北へ続く 。

これらの抜き取り前の両ll!JJには木樋漫設l埼=の掘形があり. SD277がSD1595に. SD1714が

SD1713に.SD1625がSD297に各々対応する。抑形は幅約1.7m.深さはO.8mである。掘形に木

樋を据えつけたのち，版築状に埋め戻し，その上に整地土を置き，さらに石を敷いている。

SD1713とSD297は剖査区北端で交差する。ここは一辺1.2m程の方形の掘形が深いので，析の

ような施設があったようだ。なお抜き取りliYI:に焼土が含まれていることから，木樋を抜き取っ

たのは周辺の建物が焼けたあとのことである。

C期 街i立柱建物 (SB1720) 1税i，掘立柱lJJ(・(SA780・1725) 3条などがある。ほかに検出した土

坑の大半は， 出土造

物からみて，当期に

属すると考えられる。

SB1720は梁H¥I2 

間桁行7JIIJの東西棟

で柱間寸法は桁行 ・

梁11¥1とも 2.3m等間

である。 jl~1I総は北で、

西へ約 2。振れる。

北側に部分的に残る

石組構SD1722は北
!!!? 

雨~~Yj:である 。

SA780は剖査区北

端を横断する東西塀石事11遺跡第11次調子E泣構図 (I・400)
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で， 13問分を検出した。柱川寸ー法は平均2.401である。これは第4次訴!査で検出した CJUIの区

岡市m~施設の京vljJ}，f.SA780の西延長上にあり， 一辿のものとすると.その総延長は251111(60111) 

以上となる。南北J}Jf.SA1725は北で東西財SA780におそらく取りっき， i:ti端で鍵の手に折れ，

SA1724となる。SA1724の西端は SB1720の*実柱筋延長上に位向する。柱IBI寸法はともに2.401

等1111である。これらのJ)Jf.(;l:Ssl720とほぼ同様の仮れをもっ。

出土遺物 注目すべきものに文字を箆f11・きした須

7il〈部 (別項参mo，京国系のT.H色土nilir.!f杯，外表に
白土を強り控小W:fiの ~jO~;のある A JUH土火IJ¥土の

大祉の壁土，第4次訓査11'，土例と同一似体の新HI，
製{i伏脚円而fJQ，f本部に 2条の川線と 3条の小突起

列がめぐる施~Ih陶碍などがある。 基部が凶fíJ錐形

で先端の鋭く尖る突起と深い椀形の器形からガラ

ス或いは金銀総の焼かl:，'ji.不の絞倣と思われる。内

外の施利はi炎紘一i炎黄色で.蛍光xk~~分析の結

果は銅を発色斉1Iとする鉛草IItであり本来は緑色lit-彩

まとめ 今回の調査によって， AWIのi!_4区画の級

相がより明らかになった。Ss1703とSs820の位

置関係は，旧小学校の単道下の調査を待ってiたす

べきだが，東区画の建物配ji'i:を参考にすれば.

Ss1703の桁行は 91111で.その来安柱筋と北側の

Ss820の京生E前j，そして Ss1330の東安柱筋が一

致する可能性がある。Ss1700の中納税lを西区別i

の1:1:''1~1t線と仮定すると ， 阿世11I には Sß820 ・ 1703 に

対応する建物があり，問区剛が*区画に比べて大

鋭校ーな建物配 ;u~になることが予想される。

水部遺跡に発した木樋が石判1jiJ:跡の奥深くまで

延び、さらに北とi!_4へ続くことも判明した。

両追跡の箔:接な|刻辿を示している。今後の制査で，

木樋の行方も明らかになろう。

C JUIのSA780が予想;ljillりで検出でき，さらにそ

の南方に CJUIとしては大きい建物のSs1720がみ
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っかり，藤原宮JUJまで当地が総体として使用され続けたことも確尖になった。なお SB1700より

新しいSX1721は東開塀になる可能性があるが，所属時期は今後の課題である。 (佐川正敏)

石神遺跡出土の箆舎き土鏡 石や11遺跡では第 5 次市，J ftの短頚~Ig f(s五十戸Jをはじめ文字を箆f!?

きした土慌が藤原山WJまでの包含11'1あるいは土坑から10点余/U土している。それらには文字の

内谷や土持の特徴から生産地の推定が可能なものがあり，律令制成立JYJの土器の生産と供給の

様相を考える上でも i~tillである 。 ここでは東海地方産と .J f~定できる劉恋誌について， 今回の節

目次別査出土例と過去-の部l査て"の/1¥ニヒ品を併せて制介しておきたい。

第11次調査の 1，立大型直口鉢の体1l(1J;~I\に縦位 2 行に「楽人マ佐口/三野間加|口」とe.く 。 2

は平j阪の体側部に繊位にf生かれ， r三野同加々ム(牟)詐口Jと:ドl印tされる。体部上半の櫛抗波
状文とi:t線はこの時JUJとしては特ー異で，資i例は岐阜県各務原市尾崎大平黛跡群にあり箆むきの

国3・I't，と一致する。ともに大宝令施行以前の国評制下の生産地で恐かれたことは明白である。

]の袋入部は大宝2年の御野国戸絡にみられ， 国3・I'r，+人名の表記は稲岡県大野域市牛頚窯の

誕口縁部の文字や荷札木fliiの表記とも共通し，納税主体を意味するとも考えられよう。 3-6

は第4・7次調査/1¥土で「尾山寸Jrlll寸Jr久」 の文字は愛知県小牧市篠岡78~子紫に類例があ

り， 出形や胎土， 色部!なども鶴岡古然跡m;を含めた尼北古楽跡群のそれに類似する。「尾111寸」
r ilr'lJ の意味は r)~ (仮)寺Jr寺」あるいは「尾(張国春日部11日)iJl村 (郷)Jと般定されてい

る。 6，ま直径40cm代の~.itの底部に述僚に〈生かれた r:日比太j で，愛知県名古庄市:J.1WJl05号黛の

ね;鉢，正木11汀遺跡の長野i査には 「知見回」の文字がある。山一緑色に発色する内外而の鉄紬も

絞投烈の特徴と一致し、同様の「金五十戸」とともに紋投銭の製品と考えられる。

以上の諸例と類似する土器を美濃 ・ 篠阿 (ß~ヒ) ・ ~;i投窯の製品とすると，それらは 7 世・紀後

半の飛九地域に一般的な存在であり，東海地方の殺の性格を示唆するものと考える。 (i国ロス子生)
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2 飛鳥寺南方追跡の調査

この部l査は広j或下水道立坑の掘削j也の選択に1'1':い，すlH~手'f瓦然の南方で 3 次にわたり尖施し

た事前調査である。 今回北を jl~ ，(~ =!fの寺域nil拠 . 市を伝飛，e~.f反荒1;f などの75殿:iil椛の北|拠 (米

限定).!.Irをj商船石が所在する丘陵.j!._qを飛I3川によ って閉まれた平出郊の 7世紀代を中心と

する遺構群を飛鳥寺南方遺跡と仮称する。みつかった石組LNIt，や1Ij'1渠は飛心寺南方遺跡の京の基

幹m水路といえ，肘f立と切り合い関係から A-C JUJの3JVJに分けられる。
A JUJ (7世紀中~後JUJ)には京1J!ljの丘陵止刊誌をi'jlJって傾斜而SXJ3とし，それに治って阿・泌さ

が約0.8rnの石組問渠 SXIOを設iji'lする。SX10の出土lti下l百からベニバナの花粉が大id:にみつ

かったので，上流に染色|長jiiliの工房があった可能性がある。

B JUJ (7世紀末-8111:紀代)には AJUJii1椛上に整地をしたのち，幅1.7-2rn.i奈さ約0.8rnの

石組出SD20をi昔前する。そして SD20から木倒 SX21と石組iiYtSD22を通して木樋 SX23に水を取

り入れる。のちに SX23の続きの木樋は政き取られSD24となる。石5iiJSX25の存在から.SD20 

の阿に幅約 2O1.尚さ0.201の従があった可能1"1:がある。さらに SX25の刊は会開石敷であった

れ. SX26はその一部であろう。柱列SXllは1.7m等HlJで 2H:j分検/1'，したが.性格は不明。

c JUJ (9世紀-101止紀)には SD20がまだ存在しその約 1m束に石敷r.iliill S F'l5を設iri:する。

そして丘陵からの耐水を剣道を横断して

SD20に流すために石組i，Y，:SD17を作る。ま

たSF15の京には石敷16がある。この上か

ら9世紀末から10世紀初めにかけての土師ぜこ¥

協が/1¥土している。

訓j査区付近は従来から水の利用に|勾わる ー

多織な形態をもっ遺怖が集中する特殊なj也

域と考えられてきた。今回検/1'，した遺構は

そのなかでも最大の脱肢がある。とくに

SD20は北で西にIlkがり. JI~ .t.:日J:の寺械を

避けてその耐を通り，飛鳥川に流れると41(;

定される。 また飛.r~);(助:第28次訴l査の石組 ・

i昨などとー辿の施設であった可.能性がある。 nV，王寺ït1方泣跡調*illfllt~1 (1 : 400) 

3 山田道の調査 (111田辺節5次)

リ人道樹原初l宮来日十;~ 'IH))jJltI.:~線拡幅工事に{午い. ，，，;..1王の東で尖胞した事前制査である。司:，I.J査

、:¥
1戸ノ

区中央にはかつて南北方li'Jの谷が走り.それとおそらく谷に注ぐ東西桃SD2805が7世紀後半に

整地で埋められる。そして.SD2805の上に設けられた藤原宵JUJの!.Iri-川市SD2800は，:E!定山凹

i立sr2607の北側市SD2540の阿延長線上にあたる可能1"1ーがある。さらにH制。lは不祥だが，粘土

保抑グLとも4ft定される一辺約 3rn.泌さ0.6mの土坑が多数段される。 (削11正敏)
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